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沿磁力線電流による中緯度の地上磁場変動について

Magnetic Effects of the Field-Aligned Current on the Ground in middle latitudes
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沿磁力線電流が地表に対して垂直に流れ，Pedersen 電流が電離層を等方的に流れる場合には，沿磁力線電流に

よる磁場は，Pedersen 電流によって完全にキャンセルされる．しかし実際には，沿磁力線電流（あるいは主磁場）

の傾き，Pedersen 電流の非等方性のために，沿磁力線電流による地上磁場効果はある程度は地上にも顕れると考

えられる．

今回は，特に沿磁力線電流（あるいは主磁場）の傾きの影響を考慮し，数値計算によって，沿磁力線電流のつ

くる地上磁場変動の大きさを見積もる．また，その計算結果と地上磁場観測データとを比較し，実際に地上に沿磁

力線電流の効果が顕れているかについても検討を加える．
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